
国際環境工学部機械システム工学科における専門教育科目の到達目標

※ 関連する学位授与方針の能力との関連性　◎：強く関連　○：関連　△：やや関連

授業科目 知識 技能
思考・
判断・
表現力

コミュニ
ケーショ

ン力

自律的
行動力

豊かな
「知識」

知識を活用できる
「技能」

次代を切り開く「思考・判断・表現力」 組織や社会の活動を促進する「コミュニケーション力」 社会で生きる「自律的行動力」

物理実験基礎 ○ ◎ △ -
技術者として必要な基本的実験態度・技術、実験デー
タの解析スキルを身につけている。

本来期待される値と実験結果との関係について論理的
に思考して評価を行い、その原因について自分の考え
や意見を明確に表現することができる。

班のメンバーと積極的な議論をしながら協働して迅速
に精度の高い測定を行う能力を身につけている。

-

情報処理学・同演習 ◎ ○ 情報処理に関する基礎的な知識を身につけている。
基礎的なプログラミング技術を修得し、簡単な数値計
算を行うことができる。

- - -

微分積分Ⅰ ◎ ○
微分に関する基礎的な知識を体系的かつ総合的に身
につけている。

基礎的な知識を専門科目で適切に運用できる能力を
身につけている。

- - -

電気工学基礎 ◎ ○ 電気工学に関する基礎的な知識を身につけている。
工学の様々な分野で、電気工学に関する知識を応用
することができる。

- - -

微分積分Ⅱ ◎ ○
理工学において欠くことのできない微分積分学に関す
る基礎的な知識を身につけている。

理工学に必要な微分積分学に関する計算力と応用力
を身につけている。

- - -

微分方程式 ◎
微分方程式の理解と解法に関する基礎的な知識を身
につけている。

- - - -

力学基礎 ◎ ○
力学に関する基盤となる知識を体系的かつ総合的に
身につけている。

機械系で必要となる高度な力学を習得する能力を身に
つけている。

- - -

線形代数学 ◎
理工学を学ぶ上で必要となる線形代数学に関する基
礎的な知識を身につけている。

- - - -

計測学 ○ ◎
ものづくりに必要な計測工学の基礎的な知識を身につ
けている。

機械計測に必要な機械工学の四力学の知識を用いて
適切に運用できる能力を身につけている。

- - -

確率論 ◎ ○
確率・統計に関する基礎理論及び基礎知識を修得す
る。

確率・統計に関して必要となる計算力と応用力を身に
つけている。

- - -

環境情報学概論 ◎
様 々  な 情 報 技 術 の 応 用 事 例 に関する幅広い知識を身
につけている。

- - - -

工業数学 ◎ ○
フーリエ解析と編微分方程式に関する基礎的な知識を
身につけている。

フーリエ解析を応用して編微分方程式を解く技法を身
につけている。

- - -

電磁気学 ◎ ○
静電場及び静磁場の考え方を習得し、さまざまな法則
の物理的意味を理解している。

電場と磁場を解析し、電磁誘導及び電磁波について理
解している。

- - -

複素関数論 ◎ ○ 複素関数論に関する基礎的な知識を身につけている。
留数定理を用いて定積分を解く技法を身につけてい
る。

- - -

認知心理学 △ ◎ ○
人間の認知特性に関する基礎的な知識を体系的に身
につけている。

- -
人間の認知特性に基づいて、自分と相手の理解を深
める能力を身につけている。

脳と心の仕組みを理解し、 各 自 の 長 所 ・ 短 所 を 認 識 し 
た 上 で、更 な る 能 力 向 上 を 図 る ことができる。

機械工学基礎 ◎ ○
機械工学に関する幅広い知識を総合的に理解してい
る。

- - -
機械工学への関心を持ち続け、それに関する知識の
習得に取り組む意欲を有している。

工業材料基礎 ◎ ○
機械・構造物において使用される材料の基礎的な知識
を身につけている。

材料の基本的性質を理解し、その適切な選択・使用方
法についての判断を行うことができる。

- - -

材料力学Ⅰ ◎ ○
ものづくりの技術開発に必要な材料力学に関する基礎
的な知識を身につけている。

材料に作用する荷重によって起こる材料の変形につい
て、基礎的な計算を行うことができる。

- - -

工業力学 ◎ ○
力学に関する課題を解決するための基盤となる知識を
身につけている。

力学に関する基礎的な課題を解決できる。 - - -

材料力学Ⅱ ○ ◎
ものづくりの技術開発に必要な材料力学に関する基礎
的な知識と技能を身につけている。

材料に作用する荷重によって起こる材料の変形につい
て、基礎的な計算を行うことができる。

- - -

材料力学演習 ◎ ○ -
 材 料 力 学 の 知 識 を 用 い て 基本的な工 学  問 題 を 解 く 能 
力 を 身につけている。

材料力学の諸問題について、論理的に思考・解決する
力を身につけている。

- -

熱力学Ⅰ・同演習 ◎ ○
ものづくりに必要な機械工学分野における熱力学の基
本的な知識を身につける。

機械システム分野の技術開発に必要とされる熱力学の
基礎的技能を身につけている。

- - -

流体力学Ⅰ ◎ ○ 流体力学に関する基礎的な知識を身につけている。
静水力学と流体動力学の工学への応用問題を解く技
法を身につけている。

- - -

加工法実習 ○ ◎ △
ものづくりに必要な基礎的専門知識を身につけてい
る。

技術者として必要な基本的な加工方法および計測方
法のスキルを身につけている。

-
共同作業者と積極的な議論をしながら、協働して加工
現象や計測結果に関する考察の進め方を身につけて
いる。

-

システム工学 ○ ◎
システム工学に関する基盤となる知識を身につけてい
る。

機械システムの問題を解決することにシステム工学の
知識を応用する能力を身につけている。

- - -

環境機械創造演習 ○ ◎ ○ -
機械の理論とプログラミングを組み合わせて、求める動
作を達成できる基礎能力を身につける。

動作速度、駆動効率、動作確度といった性能指標の向
上に向けた創造性、設計力、表現力の基礎を身につけ
ている。

機械創造を通して共同でモノづくりを行う際に自分の考
えを相手に伝え、討論しながら仕上げる能力を身につ
けている。

-

加工学 ○ ◎
ものづくりに必要な加工方法に関する基礎知識を身に
つけている。

ものづくりの技術開発に必要な加工法選択に関する基
礎的スキルを身につけている。

- - -

機械設計法Ⅰ ○ ◎
機械要素設計に必要な基礎的・基本的な知識を身につ
けている。

機械工学の知識を用 い て基本的な設計  問 題 の解決 能 
力 を 身につけている。

- - -

機械力学 ◎ ○
機械力学に関する基礎的な知識を体系的かつ総合的
に身につけている。

基礎的な知識を振動工学や制御工学などで適切に運
用できる能力を身につけている。

- - -

熱力学Ⅱ・同演習 ◎ ○ -
熱力学の基礎知識を用いてさまざまな熱サイクルの効
率などを計算する能力を身につけている。

熱力学的な視点からエネルギーの有効利用に関して
評価できる力を身につけている。

- -

流体力学Ⅱ ○ ◎ ものづくりに必要な流体力学の基礎知識を修得する。
ものづくりの技術開発に必要な流体力学に関する基礎
的な計算ができる。

- - -

機械工学実験Ⅰ ◎ ○ ○
機械工学において基本となる試験方法や解析方法を
身につけている。

-
得られた実験データについて論理的な分析を行い、考
察を行う力の身につけている。

実験グループ内の学生同士がコミュニケーションをしな
がら、協働して課題に取り組む力を身につけている。

-

機械振動学Ⅰ ○ ◎ 機械振動学に関する基礎的な知識を身につけている。 振動学が関連する基礎的な課題を解決できる。 - - -

機械設計法Ⅱ ○ ◎
機械要素設計に必要な基礎的・基本的な知識を身につ
けている。

機械工学の知識を用 い て基本的な設計  問 題 の解決 能 
力 を 身につけている。

- - -

制御工学・同演習 ◎ ○ -
制御工学に関する基礎的な知識を適切に運用できる
能力を身につけている。

システムについて、論理的に思考して解決策を探求す
ることができる。

- -

製図基礎・同演習 ○ ◎
機械工学に求められる設計及び製図に関する基礎的
な知識を身につけている。

機械製図の図面作成に必要な工業材料学および加工
学の知識を適切に運用できる能力を身につけている。

- - -

伝熱工学・同演習 ○ ◎ 伝熱工学に関する基礎知識を修得している。
伝熱工学が関連する諸課題に対し、伝熱工学の基礎
知識を活用した解決方法を修得している。

- - -

流体力学演習 ◎ ○ -
連続の式、ベルヌーイの式、運動量の式等を用いて流
体力学の問題を解く技法を身につけている。

流体力学の応用問題について、論理的に思考して解
決策を探求し、専門的見地から適切な方法で解を見つ
けることができる。

- -

数値計算法・同演習 ◎ ○ △
数値計算とプログラミングに関する基礎的な知識を身
につけている。

プログラミングのスキルを適切に運用できる能力を身に
つけている。

- -
プログラミングのスキルを活用して社会に貢献できる姿
勢を身につけている。

燃焼工学 ◎ △ -
熱力学や伝熱工学の知識を用いて燃焼機器の熱力学
的な特性を分析する能力を身につけている。

燃焼工学の観点から環境問題に関する課題を解決策
を探求する力を身につけている。

- -

機械工学実験Ⅱ ◎ ○ ○ -
機械工学に必要な基本的・基礎的な技能を身につけて
いる。

機械工学実験に関する課題に対して、適切に分析・判
断するとともに自分の意見を的確に表現・論述する力
を修得している。

機械工学に関する実験課題について複数の学生で協
働して取り組む姿勢を身につけている。

-

機械設計製図Ⅰ ○ ◎
ものづくりに必要な機械設計および製図に関する基礎
的知識を身につけている。

機械設計技術者として必要な機械工学の基礎知識の
適用能力を身につけている。

- - -

コミュニケーション演習 ○ ◎ ○ - -
技 術 内 容 や 自 分 の 考 え な ど を 他 人 に 正 確 に 伝 え る こ と
について、明確かつ論理的に発信することができる。

 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン お よ び 文 章 作 成 技 術 に 関 す る 基 礎 知 
識 を有している。

自 己 分 析 を 通 し、 各 自 の 長 所 ・ 短 所 を 認 識 し た 上 で、更 
な る 能 力 向 上 を 図 る 能力を有している。

流体機械 ○ ◎
ものづくりに必要な流体機械に関する基礎知識を修得
する。

ものづくりの技術開発に必要な流体機械に関する基礎
的な計算ができる。

- - -

機械振動学Ⅱ ◎ -
振動学が関連する課題に対して、課題を理解し、解決
することができる。

- - -

エネルギー変換工学 ◎ △ -
機械工学に求められる各種エネルギー形態間の変換
原理を理解し応用する能力を身につけている。

エネルギー変換機器の種々の課題に対して、論理的に
思考し、技術的な解決方法を提案・表現することができ
る。

- -

ロボット工学 ◎ -
機械工学全般に関して学んできた知識を総合して、ロ
ボット工学の問題に応用することができる。

- - -

機械工学インターンシップ △ ○ ◎ -
機械工学の知識を用いて具体的な課題に対して活用
する力を身につけている。

-
企業やプロジェクトの中で協働して活動できるコミュニ
ケーション力を有している。

課題に対して主体的に行動できる姿勢を身につけてい
る。

自動車工学 ◎ △ -
自動車の動力システムの動作機構を機械工学の知識
を総合して理解する能力を身につけている。

自動車の環境・燃費改善に対して、技術的な解決方法
を論理的に思考し、提案・表現することができる。

- -

熱・物質移動論 ◎ △ -
熱物質移動現象に関する基礎知識を活用して、さまざ
まな工学的課題を解決するための技能を修得してい
る。

さまざまな課題に対して、熱・物質移動に関する知識を
活用して分析・判断するとともに自分の考えを的確に表
現・論述する力を修得している。

- -

機械設計製図Ⅱ ○ ◎
機械工学も応用して機械要素を設計するための基礎
的な知識を身につける。

設計した機械要素を図面の形で表現するための製図
の技能を身につけている。

- - -

環境機械特別講義Ⅰ ○ ◎
機械の設計・製造・制御・運用などに必要な基礎的な
知識を総合的に身につけている。

各種の条件が機械の動作に及ぼす影響を理解し、機
械を使いこなすために必要な情報を収集、分析するこ
とができる。

- - -

環境機械特別講義Ⅱ ○ ○ ◎ - -
新たな課題について環境負荷低減やグローバル最適
化の視点から分析し、適切に対処する能力を修得す
る。

種々の課題に取り組む意欲を持ち、機械システム工学
者として活躍することができる能力を修得する。

技術が社会に及ぼす影響を正しく理解し、社会的責任
感と倫理観を修得する。

環境機械特別講義Ⅲ ○ ○ ◎ - -
新たな課題について環境負荷低減やグローバル最適
化の視点から分析し、適切に対処する能力を修得す
る。

種々の課題に取り組む意欲を持ち、機械システム工学
者として活躍することができる能力を修得する。

技術が社会に及ぼす影響を正しく理解し、社会的責任
感と倫理観を修得する。

環境機械特別講義Ⅳ ○ ○ ◎ - -
新たな課題について環境負荷低減やグローバル最適
化の視点から分析し、適切に対処する能力を修得す
る。

種々の課題に取り組む意欲を持ち、機械システム工学
者として活躍することができる能力を修得する。

技術が社会に及ぼす影響を正しく理解し、社会的責任
感と倫理観を修得する。

卒業研究 ○ ◎ ◎ - -
自身の研究課題について総合的、論理的に解決策を
探求し、自分の考えや判断を適切な方法で表現するこ
とができる。

指導教員と積極的な議論をしながら、協働して研究の
諸問題の解決に向けて取り組む姿勢を身につけてい
る。

研究課題への関心とキャリア意識を持ち続け、主体的
に行動できる姿勢を身につけている。
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